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V31b すばる８ｍ主鏡の最終研磨形状と光学性能
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すばる８ｍ主鏡の研磨はほぼ完了した。主鏡の幾何学形状は
外径：　　　　　　　　８３００　　　　　（真円度　０．５）
カセグレン穴：　　　　１２００　　
厚み：　　　　　　　　　２００　　　　　（中心部　１９３）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位はｍｍ）

鏡面形状の仕様値は
バーテックス曲率半径：　　　　　　３００００
非球面係数：　　　　　　　　　　ー１．００８３５０５
の双曲面で、副鏡と合わせて球面収差とコマ収差がゼロのリッチークレティアン系を形成する。
鏡面の粗さの仕様は、能動支持で低次３２モードを力補正後、
８０％のエネルギーが０．１秒角以内に納まること、
ストレール比が
波長１．２５ µ ｍ　　　　０．９５以上
波長　０．７ µ ｍ　　　　０．８５以上
面粗度：　　　　　　　 　２０ Å以下
を満たすこととした。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
主鏡の最終形状のパラメータと研磨粗さについて、ＭＴＦ、構造関数、点像関数（ＰＳＦ）を用いて解析し、
主鏡の光学性能について評価したので報告する。


